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別府市消防団報『暖』 
 

別府市を震度６弱の地震が襲う！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年４月１６日午前１時２５分に熊本地方及び大

分県中部を震源地とするマグニチュード７．３及び５．７、別府市においては観測史上最大となる最大震度６弱を

記録する地震が発生しました。 

地震直後から、多くの分団が、地区内の落石危険箇所や水道管の破損箇所等を点検し、その後、団長命により格

納庫での待機命令が出されました。 

４月２０日の第２０回災害対策本部会議からは団長も出席し、この会議の中で別府市消防団に防火パトロールが

依頼され、４月２０日から４月２８日の間、２０時から２２時頃まで、別府市指定避難所周辺のパトロール及び避

難所への声掛けや広報活動を行い、警戒・警備に努めました。 

 今後も、団活動に気を緩めること無く、そして地域に根付いた活動に徹してまいります。 

 

 

     

ごあいさつ 

 

別府市消防団長                   別府市消防長 

         片 岡  典 之                   河 原  靖 繁 

 

団員の皆様には、様々な職業に就きながら、火災をはじ

めとする各種災害に身を挺して郷土を守る、崇高な任務を

担っていただき感謝に堪えません。 

 平成２８年度は、４月の林野火災に続き、１６日には震

度６弱の強い揺れを伴う地震に見舞われ、団員の献身的な

活動にお礼を申し上げます。 

癒しの場として、訪れる観光客や安心して過ごせる市民

のため、今後ともご協力をお願いします。 

 この団報「暖」３号は、活動の一部を皆様にお伝えして

おりますが、皆様から投稿などもいただき、充実した内容

に努めますのでご支援と・ご協力をお願いします。 

この度、別府市消防団報「暖」３号の発刊にあたり、一

言ごあいさつ申し上げます。 

団長をはじめ団員の皆様には、「市民の生命・身体・財

産を守る」という尊い郷土愛の精神で、日頃の消火活動の

みならず、昼夜を問わず果敢に行っていただいている防災

活動は、地域防災力の中核として不可欠な存在となってお

り、地震災害等の団活動に深く感謝申し上げる次第であり

ます。 

結びに、この団報「暖」が、市民や消防職・団員に親し

まれるコミュニティー広報誌となりますようご祈念申し

上げます。 

３号 



  ☆☆☆第１７回大分県消防団員意見発表会 最優秀賞を受賞☆☆☆ 

 

｢私の決意｣      別府市消防団 女性分団 団員 阿部 晴香 

消防団員だった父に憧れて、別府市消防団に入団してから間もないある日、忘れられない出来事がありました。火事を

知らせるサイレンが鳴り響き、消防車が何台も私の目の前を通り過ぎて行きます。消防車が向かう方角を見ると、黒々と

した煙がものすごい勢いで立ち上っていました。私は祈ることしかできません。（火事が１秒でも早く消えますように）（誰

もケガをしませんように）と。同時に、何も出来ない無力感に苛まれました。（私だって消防団員なのに・・・。）私が、

なぜ無力感を感じたのかというと、私が所属している別府市消防団女性分団は、他の分団と違い、火事に出動することは

ありませんので、全く消火の力になれなかったからです。それと、その時の私は、消防団に入団したばかりで、何一つ女

性分団の活動を知らなかったからです。その後、女性分団の一員として、一人暮らしの高齢者のお宅を訪問して火気の取

扱や電気機具の使用方法を確認したり、春や秋、年末に市内を車で巡回し、火の取扱の注意喚起をしたりして、火災予防

に努めました。また、市民の方に火事の怖さを知ってもらうための煙体験テントのお世話もしました。私は、このような

活動を通して、女性分団の役割は、全力で火災予防をすることだ、ということに気づきました。そして、私もその一員で

あることに誇りを感じました。私は、ホースを延ばしたこともありませんし、消防車からどうやって水が出るかも知りま

せん。しかし、火事を減らすことを頑張ろう、火災予防のプロになろうと決心しました。そのためにこれまで以上に何か

できることはないかを考えるようになりました。初めて出初式に参加した時のことです。別府市消防出初式では、幼年消

防クラブ員の幼稚園児が音楽に合わせて鼓笛演奏を行います。会場には保護者の方もたくさんいます。園児たちは、鼓笛

演奏をしながら｢僕たちは、私たちは火遊びをしません｣と声を揃えて一生懸命に伝えます。その姿に私は感動しました。

なぜなら、園児たちはまぎれもなく、火災予防のプロだったからです。この声を聞いた保護者の方々は、きっと火事を起

こさない様に気をつけることでしょう。 

私は、この時から音楽の力を使って火災予防の普及啓発をしたいと思うようになりました。そしてその願いを叶えるチ

ャンスがやってきました。女性分団からラッパ隊を結成することになったのです。そして、私は、音楽の教員免許を持っ

ているということで、その指導を女性分団長から頼まれました。しかし、前途多難です。ラッパは音を出したり、音階を

変えたりすることが非常に難しいため、指導もままなりません。しかし、園児たちが私を感動させてくれたように、私達

の演奏を聴いて下さる方々に感動していただけるように努力します。そして、ラッパ隊をきっかけに女性分団の活動を広

げていきたいと考えています。ラッパを演奏するだけではなく、火災予防の歌を作って、幼稚園や小学校、施設などで子

どもたちと一緒に歌ったり演奏したいです。子どもたちが火災予防の歌を覚えてくれたら、どんなに素晴らしいでしょう。

私たちのラッパ隊の活動が、火災予防につながっていくまで何年かかるかわかりませんが、私は絶対にやり遂げます。別

府市の火事が少しでもなくなるように頑張り続けます。これが火災予防のプロとしての私の決意です。 
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 第２９回大分県消防操法大会に第５分団出場  

 

 平成２８年８月２１日(日)、大分県消防学校において第２９ 

回大分県消防操法大会が開催され、別府市からは第５分団がポ 

ンプ車の部に出場しました。 

 年明け早々から出場選手による自主的な事前の勉強会に始ま 

り、５月からは週２回の実践訓練を重ね、大会が迫るにつれ訓 

練回数を増し大会に臨みました。 

 猛暑の中健闘した選手のみならず、第５分団員全員で取り組 

んだ大会でもあり、今後の現場活動にも活かせるチームワーク 

の良さをうかがうことができました。 

 選手の皆さんそして、第５分団員の皆さんお疲れ様でした。 

 
☆副市長より激励のことばをいただく☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆第一線延長☆                      ☆出場選手☆ 

 

✑✑✑平成２８年度新副団長に聞く✑✑✑ 

 

平成２８年１０月１日に、副団長を

拝命いたしました関 正勝です。 

郷土に貢献したいと昭和４９年７月

１日入団、印象に残る災害として平成

４年２月２９日に発生し、３，３００平方

メートルを消失した松原火災は今でも心に残っています。 

副団長として、健康に心がけ別府市民や別府を訪れる

観光客が安心して過ごせるよう、団活動を全うしたいと思っ

ています。 

       消防団員募集中  

あなたが地域を守る大きな力となります  

  

  

 

 

 

 
消防団は、地域防災の要として「地域や家族を守りたい」そんな熱い思いで活動を続ける集団です。 

 

近年の事故事例! 
 

 

・ 左下腿（ふくらはぎ）筋断裂  
  操法大会練習中、ホースを担い前方へ踏み出した際の事故 

・ 両踵（かかと）骨折 
  揚水訓練中、吸管保持のため川の堤防上から堤防敷に飛び降りた際の事故 

・ 熱中症 
  火災現場でホース延長中発症した事故 

・ 右半月版損傷 
  火災現場で消火活動中、筒先を持ち前進中に痛みを感じた際の事故

以上のような事故が発生しています。 
安全管理の徹底をお願いします。 

「団活動 訓練・現場で 事故防止」 

【問い合わせ・申し込み先】 

消防団員募集推進委員（各分団長・副分団長）又は、 

別府市消防本部 庶務課 （代表 25-1122 直通 25-1123）まで！ 

e-mail:  fire-dep@city.beppu.oita.jp 



編集後記 
 団報「暖」３号をお届けします。 
 今回は、それぞれの担当が記事を作成し、

比較的スムーズに発行できたのではないか 
と感じています。 
 記事をご提供いただいた皆様に、感謝申 
し上げます。 
 次回は、さらに楽しんでいただける内容 
にしたいと思います。 

施設消防団係員  

《《消防団幹部視察研修》》 

✻平成２８年５月２９日（日）～５月３０日（月） 

 団長以下２５名・随行職員１名の計２６名で、山口県大島防災センターを視

察させていただきました。 

 この防災センターは、近い将来発生が予想される南海トラフ地震対策として、

内閣府地域防災拠点施設整備モデル事業助成金を活用して、平成２０年１１月

に建設された施設で、大規模災害が発生した場合は、施設内に現地災害対策本

部が設置されるとのことです。 

 大島の人口は、１７，６４５人（世帯数９，７０３世帯）消防団は４地区

（玖賀・大島・東和・橘）で６２分団、定員９７２名に対して実員９０８名

が入団しています。 

 また、大島では、戸別受信機を全世帯に無償で配備しており、防災倉庫も

島内に１８ヶ所（浄水装置、簡易トイレ等）設置され、防災対策・災害対応

における住民の意識は高く、特に共助の必要性を認識し、改めて消防団の大

切さと重要性を認識させられました。 

 その後、施設の設備を使用して液状化のしくみや、地震実感シュミレーションの体験等をさせていただきました。 

今回お世話になりました、山口県大島防災センター長並びに、関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 

施設消防団係 加藤 秀一郎 

 

 

 

 【第２２回全国女性消防団員活性化北海道大会に参加して】 

 平成２８年６月３日（金）４日（土）の２

日間にわたり｢第２２回全国女性消防団員活

性化北海道大会｣が、さっぽろ芸術文化の館

と札幌教育文化会館の２ヶ所に分かれ開催

され、別府市消防団からは、女性消防団員の

秋吉香織が参加してまいりました。 

全国から参加した女性消防団員約３，３０

０名が集い盛大に行われ、｢今こそ女性のチカラ！広がれ 女性消防団 北の大地か

ら｣を大会テーマに、各地域における日頃の活動や、国内外の先進的な取り組みの発

表を通じ、幅広い知識を共有し、複雑多様化する地域社会の中で、女性消防団員に

対する大きな期待と責任を再確認する大会でした。 

今回お会いした全国の仲間たちとの絆を大切にし、女性ならではの特性を活かし、

細やかな心配りで、女性消防団員として更に努力をしていきたいと思います。 

研修会の参加に際し、ご尽力いただきました団長・関係者の皆様方に感謝とお礼

を申し上げます。                女性消防団 団員 秋吉香織 

 

 

 

 

 

 

団幹部紹介 

団本部 

団 長   片岡 典之 

副団長   藤内 英伸 

副団長   関  正勝 

本部分団長 中嶋伸一郎 

分 団 

女性分団長   原田かほる 

第１分団長   小野 征治 

第２分団長   月足 原之 

第３分団長   浦野 洋史 

第４分団長   堀  正幸 

第５分団長   岩尾 一裕 

第６分団長   彌田 万平 

第７分団長   平松 幹雄 

第８分団長   脇  博之 

第９分団長   加藤 修二 

第 10 分団長  松田 正一 

第 11 分団長  梶原 英敏 

第 12 分団長  永井 幸己 

第 13 分団長  荒金日出夫 

第 14 分団長  齋藤 孝一 

第 15 分団長  後藤  毅 

第 16 分団長  小川  健 

第 17 分団長  佐藤 博幸 

叙 勲 
平成 28 年春 
端宝単光章 
元第 2 分団長   工藤   彪  様 

 
平成 28 年秋 
端宝単光章 
元第 3 分団長   田中 靖章 様 

受賞おめでとうございます。
 

・・・叙勲とは・・・ 
 国家又は公共に対して功労のある者に勲章を授
与し、栄誉を与えることを言う。 
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